
姫路赤十字病院産婦人科後期研修コース 
１．はじめに 
当科は地域周産期母子センターとして MFICU も有し，中播磨および西播磨地域（人口

87万人）の周産期救急医療の基幹病院として活動し，日本周産期・新生児学会認定の母体・
胎児専門医の研修施設として指導医のもとに正常分娩からハイリスク分娩まで幅広い産科

研修が可能です．また,NICU医師との連携も蜜にし，カンファレンスも行っています．  
婦人科領域においても子宮筋腫，卵巣嚢腫などの良性疾患から悪性疾患まで豊富な症例

があり，手術数も技術習得には十分な例数です．腹腔鏡下手術や子宮鏡下手術の内視鏡下

手術も積極的に導入しています．悪性疾患に伴った化学療法も多く十分な研修が可能です．

術前にはカンファレンスを入念に行い，放射線科専門医とともにMRIなどの画像を供覧し，
産婦人科画像読影に必要な知識を得られます．さらに日本超音波医学会認定の超音波指導

医のもとに，産婦人科検査の中でもっとも頻度が多い超音波検査技術を習得することが可

能です． 
診療においてはクリニカルパスを積極的に導入し，EBMに基づいた質の高い安全な診療
をおこなっています．詳しくはホームページを見て下さい． 
週 1 回ミーティングを行い，学会予行，up-to date な情報交換，クリニカルパスの見直
しなどをしています． 
なお当院では体外受精などの生殖補助技術を用いた不妊治療は行っておりません．この

点に関しては大学や他施設とのたすきがけ研修を考慮しています． 
２．対象 
2年間の初期臨床研修終了者を対象 
３．取得資格 
日本産婦人科学会認定の産婦人科専門医，母体保護法指定医 
４．長期目標 
後期研修 3 年間の病棟業務，外来診療，手術，検査を通じて，産婦人科診療全般が独り立
ちで行える知識・手技を習得し，産婦人科専門医取得を目標とする． 
５．取得手技 
通常の産婦人科外来診療，手術，検査，治療が一人前に行える手技の習得 
６．研修期間 
3年間 
７．募集人員 
2名 
８．診療科の実績と経験目標症例数 
総病床数４１（母体・胎児集中治療室MFICUあり） 

H16年 
（産科） 



入院数 493例 
出産数 449例（帝王切開 162例） 
早産数（28週未満）14例 
母体搬送受入数 77例 
母体偶発合併症数 99例 
産科合併症数 254例 

（婦人科） 
総手術数 462例 
悪性腫瘍根治術 60例 
腹式単純子宮全摘術 58例 
腟式子宮全摘術 28例 
良性卵巣腫瘍手術 41例 
子宮筋腫核出術 24例 
子宮外妊娠手術 14例 
腹腔鏡下手術 8例 
子宮頸部円錐切除術 46例 
子宮頚管縫縮術 7例 
子宮鏡検査・子宮鏡下手術 44例 
腟式エタノール注入固定術 3例 
子宮内容除去術 65例 

９．診療科の指導体制 
診療科医師数：常勤 5名（産婦人科専門医 3名） 
１０． 一般目標とプログラム 
日本産婦人科学会専門医制度の教育施設実地修練計画書に基づいた目標に沿って研修を行

う．研修終了後は臨床的に一人前の産婦人科医として直ちに活躍できる知識，診断，技能

の習得を目標とする． 
3年間の研修期間を以下の 3期に分けた計画に従って指導する． 
① 最初の 1年間 
頻度の高い疾患を中心として，入院患者の担当医として指導医の管理下で診断・治療を学

びます．正常分娩が安全に取り扱えられるようになれば，当直を始めますが，指導医がバ

ックアップにつきます．また研修達成度をみて，外来診療を担当し（症例は上級医が選択

します），外来診断技術を習得します．学会活動は症例報告を中心に発表，論文作成を行い

ます． 
② 2年目 
外来・入院患者の診療を全般にわたって行います．ハイリスク妊娠・分娩管理，悪性腫瘍

の診断・治療などを習得します．帝王切開，円錐切除，付属器切除，単純子宮全摘術など



の基本的手術の執刀医となります．研修医を含む後輩医師に対する教育・指導を行うこと

により，知識のブラッシュアップ，将来指導医になるための修練をします．学会活動は原

著となる内容の発表・論文作成を行います． 
③ 3年目 
腹腔鏡下手術を含む内視鏡手術を含む開腹手術全般にわたる術者を経験し，専門医取得に

向け，産婦人科診療全般を網羅した症例の習得に努めます．また当院では行っていない体

外受精などの高度生殖補助技術を含めた不妊治療習得については大学病院などへのたすき

がけ研修も可能である． 
１１． 後期研修終了後の進路 
当院スタッフとして，さらに婦人科腫瘍指導医，婦人科内視鏡技術認定，周産期専門医，

細胞診指導医，日本超音波医学会専門医などの subspecialityの取得を目指す，岡山大学関
連病院での研修，大学での研究などがありますが，本人の希望を尊重します． 
１２． その他 
 


